
宗

教

の
本

質

よ

り

見

れ

る

暉

口柴

野

恭

堂

前
號

に
於
て
暉

ご
は
「
煩
情
帥
菩
提
」
を
謹
得
す

る
知
見
を
開
く

こ
ご
、
無
我

こ
な
る
こ
ε
に
よ
つ
て
自
己
を
認

識

す

る
こ
ご
帥
ち

へ
ー
ゲ

ル
の
所
謂

配
ωけ
飢
霞

冒
Φ
①
の

に
よ
る
更
生
で
あ
る
こ
い
ひ
、
而
し
て
其
の
可
能
な
る
所
以

が
佛
性
邸
ち
通
常
紳

ご
船
…せ
ら
る
、
宗

鍛
的
樹
象

に
基
く

こ
ご
を
凡
そ
明
か
に
し
た
積
り
で
あ
る
。
併

し
繹
が
他

の

特
殊
宗
激
ご
異

つ
て
最
も
鮮

か
な
る
其

の
特
質
を
襲
揮
す

る
は
次
に
述

べ
ん

ご
す

る
繹
機

に
存
す

る
の
で
あ
る
ご
指

摘
し
て
置

い
た
Q
然
ら
ば
灘
機
ご
は
何
を
意
味
す

る
の
で
あ

る
か
。
又
・如
何
な
る
理
由
に
依

つ
て
灘
の
面
目
を
登
揮

し
同
時

に
ま
た
宗
敬
の
本
質
に
契
當
す

る
の
で
あ
ら
う
か
Q

既

に
述

べ
た
る
如
く
、根
本
智
に
於
て
眞

に
薗
己
を
見
る
も
の
、
若
し
く
は
破
漆
桶
の
威

に
於
て
本
來
の
面
目
に
蘇

れ
る
も
の
は
、
自
己

の
有
ゆ
る
活
動

に
於
て
総

べ
て
の
客
観
の
内

に
於

て
常
に
自
己
自
身
を
認
識
し
て
居

る
o
此

の

場
合
自
己
を
眞

に
知

る
も
の
郎
ち
認
識
す

る
も
の
を
主
人
公
ま
た
は
魂

と
名

づ
け

る
。
主
人
公
は
如
何
な
る
意
識

の

作
用
に
於
て
も
常

に
作
用
を
超
越
し
て
居
り
、
從

つ
て
ま
た
時
間

の
制
約
を

も
超
え
て
湛
然
た

る
も
の
で
あ
る
。
暉

家

で
は
之
を
虚
盤
不
昧
ま
た
は
自
性
鑑
妙

な
ご
ビ

形
容

し
て
居

る
。

斯
の
如
き

虚
霞
不
昧

の

當
燈
帥

は
ち
純
粋
直

観

の
立
場
こ
そ
は
宗
厳
意
識

の
主
膿

(α
器

騰亀
転
富
①
ω
蚤

o簿
)

ε
聡

せ
ら
る
、
腱

の
も
の
で
あ
う
、
之

に
勤
し

て

宗
教
の
本
質
よ
り
見
六
る
琿
(
二
)

三
三



宗
教

の
本
質
よ
り
見
力
る
興
(
二
)

三
四

霞

αq
δ

ビ
い
ふ
意
味
を
有
す
る
も
の
が
宗
激
的
欝
象
所
謂

る
紳
で
あ

る
。
然

る
に
純
粋
直
観
め
立
場
は
純
粋
意
.志
の

統

一
界
な
る
が
故
に
、
此

の
立
場
に
於

て
は
圭
入
公
は
自
由
の
主
禮

ご
な
る
の
で
あ
る
。
從

つ
て
其
は
無
限

の
活
動

を
課
題
ご
し
て
或
は
契
機
ご
し
て
孕

ん
で
居

る
ご
い
み
乙
ε
が
出
來
る
。
故

に
若
し

寸
毫
た
り
ご
も
未

だ
解
決
せ

ら

れ
ざ
る
換
言
す
れ
ぽ
照
破
し
盤

さ
れ

ぬ

目
p
鐸
δ

帥
ち
客
観
的
野
象
に
し
て
残
留
す

る
な
ら
ば
、
徹
底
的

に
之

を
観

照
し
聖
化
し
て
止
ま
ざ
ら
ん
こ
す

る
活
動
自
膿
、
宗
教
的
に
言

へ
ば
慈
悲

の
化
身

ε
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
ざ
な

る
の

で
あ
る
。
而
し
て
叢
に
其
の
無
限

の
課
題
を
提

供
す

る
も
の
こ
そ
神

に
外
な
ら
な
い
。
何
こ
な
れ
ば
、
紳
は
魂

に
謝

し
て
有
ゆ
る
客
観

を
媒
介

(<
。§

葺
。ぼ
昌
ひq
)
ε
し
て
人

ん
具
足
箇

々
圓
成
の
世
界

に
躍
飛

せ
し
む
る
光
だ
か
ら
で
あ

る
。
か
く
し
て
自
我

の
活
動
は
其

の
儘
神
の

毒

算

窪

こ
し
て
其

の
創
造

に
墾
與
す

る
ご
い
ふ
榮
光
を
獲
得
し
て
來

る
の
で
あ
る
o
繹
機

ご
は
欺

の
如
き
宗
激
的
意
義

の
臼
我
活
動

に
外

な
ら
ぬ
。

さ
れ
ば

へ
ー
ゲ

川
が

ご
血
理

○
す
暮
Φ
山
霞

即
¢一牲
o
口
暑
$
窪
臣
。げ

ぐ
Φ善

岸
簿

鳥
霞
畠

○
験

暮
錠
巷
駿
、
働

ご
言

ひ

信
仰
は
紳
自
身
の
啓

示
又
は
神

の
智
慧
で
あ
る
ご
圭

張

せ
る
如
く
、
今
や
繹
機

は
法
身
般
若
の
表
現

的
活
勤
で
あ
る

ご
言

ふ
こ
ε
が
出
來

る
。
夫
れ
活
龍
水

に
滞
ら
す
鷲
鳳
林
に
栖
ま
す
、
紅
塵
萬
丈
入
纒
垂
手
宗
通
説
逸
良
在
に
四
弘

の
誓
願
を
輪
轄
す

る
無
作

の
機
用
こ
そ
は
暉
機
ご
欝
せ
ら
る
、
虚

の
も
の
で
あ

る
。
繹

の
妙
虚
は
勿
論
以
心
傳
心
厳

外
別
傳
で
あ

る
ε
は
云

へ
.

一
回
死
誰
し
再
活
底

の
庵
に
は
必
す
や
理
致
機
關
を
顯

は
し
「
春
山
は
青
く
春
水
は
線
」

の
境

に
出

て
來
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
是
れ
聖

一
國
師
が

「
妙
在
=佛
魁
不
傳
慮
一、
高
趣
理
致
去
=機
關
一、
去
=
機
關
一
分



没
昌案

臼
一、
水
是
水
今
山
是
山
L
ご
示
さ
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。
「
趙
州

示
棄

云
此
事
郵
崩

珠
在
ツ
掌
胡
來
胡
現
漢
家

漢
現
、
老
僧
蟄

二

枝
草
噂作
二丈
六
金
身
一用
將
5丈
六
金
身
一作
二
一
枝
草
一用
佛
師
是
煩
悩
煩
憶
即
是
佛
」
偶

と
あ
る
如
く

一
拳

々
倒
黄
鶴
棲

一
躍

々
醗
鵬
鵡
洲
、
或
は
耕
夫

の
牛
を
騙
り
或
は
飢
人

の
食
を
奪

ひ
、
或
時
は
塞
手

に
し
て
鋤
頭

を
把

り
或
時
は
歩
行
に
し
て
水
牛

に
騎

る
。
ま
た
四
賓
生
、
四
料
簡
、
四
喝
、
四
照
用
、

四
智
、

三
身
、
三
般
碧
等

々
ご
な
つ
て
随
慮
随
機

に
妙
輻
す

る
ご
こ
ろ
総

べ
て
是
れ
「
無

心
の
道

入
」
の
遊
戯

三
昧

に
外
な
ち
漁
。
若
し
輝

の
玄

要

に
通
達
せ
ば
佛
組

ご
眉
毛
相
結

び
佛
租

の
要
機
と
我

が
機
要

ε
爾
鏡
相
照
し
て
更
に
影
像
な
き
に
至
る
で
あ

ら
う
。

障

啄
同
時
以
ー5
傳
心
数
外
別
傳
の
義
ば
叢

に
存
す
る
の
で
あ
る
。
故

に
灘
は
三
砥
の
鍛
錬
を
借
ら
す
し
て
幕
薗

に
諸

佛
の
大
解
脱
界
を
超
過
し
洒

々
落

々
ご
し
て
是
非
得
失
を
…辮
せ
す
、
和
泥
帯
水
接
物
利
生
悉
く
以
て
自
家
藥
籠
中
に

入
れ
、

ア
ヲ

ス
ト
テ

レ
ス
の
所
謂

・グ
オ
フ
ア
の
生
活
を
旧
常
茶
儀
事

の
上

に
於
て
如
實

に
實
践
す
る
こ
ご
が
出
來

る
。

「
寒
也
豊
干

に
問

ふ
古
鏡
未
だ
磨
せ
ざ

る
時
如
何
か
照
す
、
干
曰
く
氷
壷
影
像
な
し
」
ご
。
是
れ
絶
學
無
爲
の
大
機

用
、
無
巧
に
し
て
照
明
す

る
暉
機

の
本
願
で
は
な
い
か
。
か
く
て
総

べ
て
の
古
剣

公
案
は

一
超
直
入
如
來
地
を
踏
破

せ
し
め
ん
が
爲
に
無
門
無
關

の
繹
林

に
向

つ
て
假
り
に
建

立
せ
ら
れ
た

る
指
標

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
趙
州

の
無

字
門
庭
前
柏
樹
子
門
、
自
憾

の
隻

手
門
、
大
鑑
の
本
來
面
目
門
、
雲
門

の

一
字
關
、
黄
龍
の
三
關
、
兜
傘

の
三
關
、

を
は
じ

め
香
嚴

の
撃
竹
、
臨
濟
の
六
十
棒
、
鑑
雲

の
見
桃
、
徳
山

の
吹
滅
燈
火
、
曹
山
の
鐘
聲
、
岩
頭

の
塗
毒
鼓
等

々
は
す

べ
て
這
箇
の
滑
息
を
直
下
に
承
當
せ
し
め
ん
が
爲
の
作
略
で
あ

る
。
英
難
の
漢
な
れ
ば

「
隔
山
見
煙
早
知
是

宗
敏
の
本
質
よ
り
見
糞
み
藤
(
二
)

三
五



宗
教
の
本
質
よ
リ
見
穴
み
藤
(
ご
)

火
、
,隔
矯
見
角
便
知
是
牛
」
た

や
夏

虫
は
多
霜
を
知
ら
ざ
る
の
み
。

三
六

φ

(
四

)

以
上
の
如
く
、
繹
機
を
佛
性

の
表
現
的
活
動
ε
解
繹
す
る
所

よ
り
、
吾
人
は
少
時
其
の
表
現
作
用
を
(
一
)
象
徴
的

表
現
(藝
術
的
叉
は
創
造
的
表
現
)
ε
(
二
)
無
表
現
的
表
現

(宗
駿
的
又
は
紳
秘
的
表
現
)
ビ
に
腿
別
し
て
古
徳

の
活
計

商
量

の
跡
孕
尋
ね
順
次
考
察
を
進
め
よ
う
ε
思
ふ
。
素
よ
り
観
暴
狼
籍

に
も
充
礫

ビ
眞

金
ご
を
鐸
別
せ
ん
こ
す

る
の

で
は
な
く
し
て
盟
・に
叢
林
の

】
斑
を
窺

は
ん
ご
す

る
の
で
あ
り
、
從

つ
て
、
或

は

一
知
宇
解
の
臆
断

に
終

る
で
も
あ

ら
う

こ
ε
を
豫

め
断

つ
て
置
く
o

籾
て
表
現
作
用
は
生
命
の
特
徴
で
あ
る
。
自
己
を
投
射
し

つ
、
再

び
元
の
自
己

に
還
元
し

つ
、
盆

々
高

次
の
統

】

ヘ
ビ
躍
動
し
進
展
す
る
。
故
に
生
命

の
表
現
作
用

は
認
識
で
あ
り
思
惟
で
あ
り
創
造

で
あ

る
。
生
命
の
自
己
反
省
が

薗
己

の
登
展
活
動

で
あ
る
時
、
生
命
は
最

も
濃
鋼
た
る

エ
ラ
ソ
ピ
タ

ル
の
尖
端
を
突
逡
す

る
Q

ベ
ル
グ

ソ
ン
に
依
れ

ば

「
生
命
は
時
そ
の
も
の
、
中

に
在

て
進
化
し
連
績
し
、
生
命
の
進
化
は
膨
沸
た
る
意
識
の
潮
が
物
質

の
内

に
侵
入

貫
徹
し
行
く
姿

に
外
な
ら
な
い
」
ゆ

「
己
れ
自
ら
を
壌
し

つ
、
あ
る
實
在
中
に
存
し
て
己
自
ら
を
創
造
し

つ
y
あ
る

實
在
、
是
れ
が
や
が
て
生
命
で
は
な
い
か
」
働

然
る
に
生
命
進
化

の
途
上
に
於
て
は
、
必
然
的
に
其
の
具
禮
性
が
抽

象

せ
ら
れ
て
此
威

に
理
智

が
働

い
て
來

る
。
理
智

は
自
然
的
傾
向

こ
し
て
心
地
に
閑
草
木
を
生
じ
、
自
己
本
具
の
自



毫
光
を
昧
却
し
、
特
殊
的
存
在
に
醤
し
て
存
在

一
般
の
形
式
的
法
則
を
抽
象
的
普
遍

に
於
て
求
め
ん
ご
す

る
も
の
で

あ

る
。
若
し
之
を
し
て
放
逸

あ
ら
し
め
ば
過
度
の
興
奮
の
鯨
り
生
命
は
破
綻
す

る
の
危
機
に
頻
す

る
o
故

に
此

の
病

弊
を
除
去

せ
ん
が
爲
に
は
、
常
に
思
惟

の
河
床
に
在

つ
て
流

る

、
新
鮮

な
ろ
具
膿
的
生
命
に
還
元

せ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
今
薙
に
佛
性
の
象
徴
的
表
現
作
用

ε
名
つ
く

る
も
の
は
斯

の
如
き
生
命
の
還
元
的
努
力
を
指
し
て
言
ふ
の
で

あ

る
。
勿
論
象
徴
的
表
現

ビ
無
表
現
的
表
現

ビ
幕
す

る
も
の
と
は
嚴
然
魑
別
せ
ら

る
べ
き
で
は
な
い
が
、
此
虚
で
は

話
頭

の
課
題
が
實
際
の
因
縁

の
内

に
見
出

さ
れ
得

る
も
の
を
例
誰
ご
し
て
墨
げ
、
そ
の
象
徴
的
意
昧
を
散
見
し
様

こ

す

る
の
で
あ
る
。

六
頑
大
師

の
不
思
善
悪

(無
門
關
第
二
+
三
則
)

慧
能
暉
師
は
大
痩
嶺
ま
で
追
跡
し
來
れ
る
遣
明
繹
師

に
向

つ
て
衣
鉢

を
盤
石

の
上

に
郷
ち

「
此
衣
表
レ信
可
ニ
カ
箏
哺

耶
任
碧

將
去
一」
ε
言

つ
た
。
併
し
未
だ
不
思
善
不
思
悪
の
那
裏

に
法
を
求
め
ざ
り
し
明
上
座
に
取
て
は
、
弊
衣
綴
鉢

ご
雄
も
山

の
如
く
不
動

に
し
て
奈
何

ご
も
す

る
能
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
宗

激
の
ア
プ
リ
ォ
リ
は
有

ゆ
る
便
値
的

甥

立
の
彼
岸

に
於
て
冷
暖
自
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慧
能
が
郷

つ
た
衣
鉢

は
決
し
て
有
形
の
衣
鉢

に
は
非
す
し

て
黄

梅
よ
り
相
承
せ
る
傳
洪

の
眞
髄
、
無
形

の
信
念
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
其
は
大
小
方
圓
を
絶
し
永
古
殿
損
す

る
こ
ご
な
き
無

二
の
至
寳
に
し
て
、
片
衣
能
く
萬
民
の
寒
を
凌
ぎ
無
底

の
鉢
以

て
世
人
の
飢
を
救

ふ
に
足
る
。
吾
人

は
須

ら
く
之

を
受
用
し
て
以

て
無
用
の
長
物
た
ら
し
む
る
こ
ざ
な
く
。
又
軍

に
骨
董
品

ビ
し
て
弄
親
す

る
こ
ご
な
く

宗
教
の
本
質
よ
り
見
表
る
灘
(
ご
)

三
七



鑑
教
②
本
質
よ
り
見
染
あ
暉
(
二
)

三
入

大

い
に
利
用

珍
重
せ
ね
ば

な
ら

ぬ
。
然
り
ε
錐
も
這
裡
の
寳
器
を
模
造
す

る
こ
と
を
許
さ
す
。

忠
國
師
の
無
縫
塔

(碧
砦
錐
第
+
八
則
)

忠
國
師
の
無
縫
塔

は
見

る
こ
ご
を
見

る
眼

に
よ

つ
て
の
み
見
ら
る

、
白

日
青
天

の
屡
氣
棲

で
あ
る
。
細

な
る
時
は

芥
子
粒

に
入
り
大
な
る
時
は
須
彌
山
を
包
む
。
脚
根
下
を
照
顧
せ
す
し
て
徒
ら
に
湘

の
南
潭

の
北
に
向

つ
て
求
む
れ

ば
、
覧

に
案
窟

を
認

め
て
塔
様

ビ
夢
想
す

る
で
あ
ら
う
。
「
僑
問
天

通
和
筒
一如
何
是
無
縫
塔
日
姻
霞
生
二
背
面
一
星
月

逡
=簾
檀
噌、
如

何
是
塔
中
人
日
寛

日
不
レ干
=清
世
事
喪

年
占
断
白
雲
郷
」
と
古
人
は
言

つ
て
居

る
。

野
狐

の
精
假
倉
天

下
の
人
を
欺
く
ご
も
、

い
か
で
己
れ
目
身
を
欺

き
得
よ
う
そ
。

眼
に
玄
黄

の
色
を
見
す
耳

に
綜
竹
の
聲

を
聞
か
す
回

首
し
て
身
の
無
縫
塔
内

に
在

る
こ
ご
を
看
取
せ
ね
ば
な
ら
澱
。

非
心
非
佛

(無
門
關
第
三
+
三
則
)

「
馬
租
国
信
問
如
何
是
佛
、
組
日
非
心
非
佛
。
」
叉
、
「
信
問
和
術
爲
昌什
麿
一論
二邸
心
即
佛
一
師
云
爲
レ止
ふ

見
哺
一、
僧

云
哺
止
時
如
何
師
云
非

心
非
佛
」

永
明
壽

繹
師
は
註
し
て
「
以
志

佛
倶
不
可
得
一故
云
一一非
心
非
佛
一」
ご
い
ふ
。
叉
「
洞
山
云
須
知
有
彿

向
上
事

、
信
問
如

何
是
佛
向
上
事
、
也
云
非
佛
」
雲
門

は
之
を
註
し
て

「
名
不
得
状
不
得
所
以
言
レ非
」
ご
言

つ
て
居

る
。
「
心
」
に
迷

ひ

「
佛
」
に
執
す

る
も
の
は
叉
「
非

」
に
縛

せ
ら
る
。
抑

々
心
ご
い
ひ
佛

こ
い
ふ
本
來
是
れ
何
も
の
ぞ
、
門
前

の
刹
竿
を
倒

却
着

せ
ざ
れ
ば
永
劫
に
至
る
ま
で
醗
身

の
活
路
を
開
く
こ
ご
能
は
じ
。



「
洞
曲

一
日
扇
子
上

に
佛

字
を
書
す
、
雲
岩
之
を
見
て
不
字
を
書
す
、
師
叉
改
め
て
非
字
に
作
る
」
ご
。
若
し
非
不

に
附

い
て
模
索

せ
ん
ご
す
れ
ば
泥
水
に
土
塊
を
洗
ふ
ご

一
般

で
あ

る
。
洞
山

の
扇
子
た
る
や
之

を
開
け
ば
三
界
を
覆

載
し
之
を
畳

め
ば

N
心

の
橿
機

に
験
ま
る
。
吾
人
は
須

ら
く
迷
悟
凡
聖
の
爾
見
を
放
郷
し
て
太
塞

の
清
風
を
呼
吸
す

る
に
逞
疑
逡
巡
し
て
は
な
ら
な

い
。
嚴
陽
尊
者
が
趙
州
に

「
一
物
不
將
來
時
如
何
」

ピ
問
ひ
た
る
に
封
し
州

は

「
放

下
箸
し

ご
答

へ
て
居

る
。
然

る
に
嚴
再
び
「
既
是

一
物
不
將
來
又
放
二下
箇
甚
麿
こ

ε
尋
訟
れ
ば
州
は
之

に

「
放
不
下

便
携

取
去
」

ε
敏

へ
て
居

る
。
千
載

一
遇
今
此

の
落
虚
を
領
解

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
「
如
何
是
佛
」
の
周

忙
甥

し
て
洞
山

は
「
麻
三
斤
」
慈
明
は
「
水
出

高
源
一」
游
潭
英
和
爾
は
「
眉
舜
二入
字
一眼
似
洗

星

」
嚴
陽
は
「
土
塊
」
大
安
山
省

は
「
十
字
街
頭
泥
佛
子
」
雲
門
は
「
乾
厩
概
し
或

は
「
醐
餅
」
等

々
ご
報

い
て
居

る
。
果
し
て
端
的
那
邊

に
か
あ
る
。
擬
議

す

れ
ば
白
雲
萬
里
。

南
泉

の
圓
相

(碧
岩
錬
第
六
+
九
則
)

「
南
泉
地
上

に

一
圓
相
を
書

い
て
云
く
、
遊

ひ
得
ば
邸
ち
去
ら

ん
」
ご
。
於
叢
鰭
宗
は
圓
相
の
中

に
座
し
麻
谷
は
合

掌
禮
秤
し
た

の
で
あ

つ
だ
。
吾
人
は
帥
今
如
何

に

一
轄
語
を
下
さ
ん
ε
す
る
か
。

籾
て
南
泉

の
叢
け

る

一
圓
相
は
大
圓
鏡
智
叉
は
佛
性

の
象
徴

に
外
な
ら
な
い
。
既

に
前
に
述

べ
た
る
如
く
、
宗

激

の
謝
象

こ
な
る
紳
は
自
我

の
特
殊
的
生
命
を
包

擁
す

る
具
禮
的
普
遍
者

ご
い
ふ
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
o
故

に
紳

は
総

べ
て
の
黙
を
中
心

ざ
す

る
無
限
大
の
圓
で
あ
り
、
自
我
は
其

の
部
分
的
特
殊
ど
し
て
認
識
せ
ら

る

、

の

で
あ

宗
教
の
本
質
よ
リ
見
六
ろ
暉
(
二
)

三
九



宗
教
の
本
質
よ
り
見
た
ろ
輝
(
二
)

四
〇

る
。
從

つ
て
瞬
宗

が
圓
中

に
坐
鋸
せ
る
は
此

の
意
旨
を
燈
得
し
た
か
ら

で
あ
ゆ
、
麻
谷
の
女
人
拝
は
か

、
る
法
身
佛

を
禮
笄
し
か
の
で
あ
る
。
誠

に
三
者
「
一
揆

一
齊

に
太
だ
直
な
り
」
帥
ち
「
ス
ラ
く

ε
甘
く
や

つ
た
」
こ
い
ふ
べ
き
で

あ
る
。
け
れ
ざ
も
子
細

に
鮎
槍
し
來
れ
ば
斯
か
る
圏
裡
を
跳
脱
し
能
は
ざ
る
慮

に
、
猶
ほ
主
知
的
合
理
圭
義
の
残
臭

あ
る
こ
ご
に
氣
付
く
で
あ
ら
う
。
吾
人
は
合
理
生
義
を
調
伏

し
て
紳
秘
主
義

に
ま
で
徹
底
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
紳
秘
圭

義
は
宗
激
の
論
理
で
あ
り
生
命

の
哲
學

で
あ
る
。
か
く
て
吾
人
は
諮
然
と
し
て
圓
底
を
脱
す

る
の
域
に
ま
で
到
ら
ね

ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。
雪
貰

が
「
曹
漢
路
垣
準
爲
許

麿
一休
=登
防
一」
ご
言

へ
る
老
婆

心
切

は
、
恐
ら
く
此

の
邊
の
溝
息

を
指
示
し
た
の
で
あ
ら
う
。
ゆ

ユ

日
僧
馬
租

に
参
す
馬
租

一
圓
相
を
書

し
て
曰
く
、
入

る
も
亦

打
す

入
ら
ざ
る
も
亦
打
す
L
ま
π

「
仰
山
紙
上
に

一
圓
相
を
書

き
自
ら
註
し
て
曰
く
、「
思
ふ
て
是
を
知

る
は
第

二
頭

に
落

つ
、
思
は
す
し
て
是
を
知

る
も
第
三
首
に
落

っ
」
ご
。
怨
歴
を
躇
却
せ
ん
ご
す
れ
ば
大
死

一
番
自
家

の
胸
襟
よ
り

一
大
圓
陣
を
拮
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
「
瑛
邪

畳
和
荷
上
堂
有
僧
出
來
書
昌
一
圓
相
一瑛
邪
拮
一一柱
杖
一信
擬
議
瑛
邪
便
打
云
道
僧
云
不
レ道
爲
昌甚
歴
一不
レ滋
、
僧
云
三
世
諸

佛
不
レ出
二於
此
一瑛
邪
又
打
」
若
し
此
の
僧

の
如
く
三
世

の
諸
佛
歴
代

の
頑
師
を
も
這
裡
に
住
せ
し
む
る
な
ら
ば
忽
ち

鬼
窟

に
堕
す

る
こ
ご
箭
矢

の
如
く
で
あ
る
。
瑛
邪
の
控
杖
は
芭
蕉
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
木
に
非
す
竹

に
あ
ら
す
乾
坤

を
貫
き
古
今
を
窮
盤
す
。
殺
活
無
碍

に
し
て
吾
人
の
巴
鼻
も
亦
此

の
控
杖

に
懸

つ
て
居

る
の
で
あ
る
。
擬
議
動
着
す

れ
ば
三
十
棒
を
雨
下
せ
む
れ
ん
。



南
泉
斬
猫

(無
門
關
第
+
四
則
、
碧
岩
錐
笙

ハ+
三
則
)

東
西
の
爾
堂
猫
見

に
就

い
て
佛
性
の
有
無
を
孚
ふ
。
南
泉
之
を
見
て
途
に
提
起
し
て
云
く

「
遣

ひ
得
ば
帥
ち
救
は

ん
」

ご
。
猫
見

ε
共

に
客
観

の
境
は
奪

ひ
去
ら
れ
て
失

つ
た
が
然

し
不
奪
人
で
あ

る
。
萬
境
を
脱
却
し
宇
宙
を
掌
中

に
入

れ
、
異
類

の
中

に
行

い
て
活
機
用

を
現
じ
得

る
も
の
は
果
し
て
誰

ぞ
。
帥
今
猫
見
を
救

ひ
得
ざ
れ
ば
劒
刀
去

つ

て
久

し
。
「
衆
無
レ封
」

乃
ち
南
泉
猫
子
を
斬

つ
て
爾
断

ご
爲
す
。
實

に

一
劒
天
に
依

つ
て
寒

し
で
あ

る
。
叢

に
有
無

の
葛
藤
は
戴
断

せ
ら
れ
煙
塵
を
絶

し
た
る
本
地
の
風
光
が
現
前
し
て
居

る
。
「
趙
州
外
蹄
泉
暴
二
似
州
一
州
乃
脱
レ履
安
二

頭
よ

而
出
、
泉
云
子
若
在
郎
救
ロ
得
猫
見
一」
趙
州

が
履
を
頭
上

に
し
て
出

つ
る
威

、
容
易
に
他
の
追
從
を
許
さ
ぬ
機

用
で
あ
る
。
南
泉

も
趙
州
が
先

き
に
適

々
在
ら
ば
猫
兇
を
救
ひ
得
た
ら
ん
こ
ご
を
惜
ん
で
居

る
。
撫
て
永
嘉
大
師
も

「
無
明
實
性
帥
佛
性
幻
化
塞
身
師
法
身

」ε
言

へ
る
如
く
、
煩
儲
若
し
回
光
返
照
す

れ
ば
帥
菩
提

に
し
て
本
來
眞
性
不

生
不
滅
で
あ
る
。
南
泉
は
何
の
意
旨
あ

つ
て
煩
悩
を
断
じ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
其
の
所
爲
は
雪
上
更
に
霜
を
加

ふ
る

も
の
ε
謂

ふ

べ
き
で
あ
ら
う

か
。
遮
莫
這
箇

の
無
双
劒

は
各
自

の
倣
帯
す

る
慮
、
灘
天
地
琵
解
氷
潰

の

一
刹
那
如
何

に
竿
頭

N
歩
を
踏
み
出

さ
ん
と
す

る
か
。
趙
州

ご
共

に
蓋
天
地
の
家
山

に
蹄

つ
て
安
立
す

る
虚
あ
ら
ば
始

め
て
猫
見

を
供
養

し
得

ん
。

以
上
の
如
く
考
察
し
來
れ
ば
象
徴
的
表
現
の
立
場

は
恰
か
も

ベ
ル
グ
ソ
ソ
の
所
謂
純
輝
持
績

(寅

9
罎
伶

℃
謹
Φ
)
の

立
場

で
あ

る
こ
ご
を
知

る
の
で
あ

る
。
帥
ち
具
禮
的
時
間

に
停
ん
で
世
界
並
び
に
自
己
を
持
綾
の
相

に
於
て

(。・g
び

宗
教
の
本
質
よ
り
見
六
ろ
灘
(
二
)

四
一



◎

宗
教
の
ホ
質
ま
η
見
索
ろ
灘
(
二
)

四
ご

聲
8
δ

音

憎轟

o
巳
ω)

観
照
す

る
の
で
あ

る
か
ら
、

ナ

ル
シ
ジ

ソ
ス
が
官

己

の
美

し

い
姿

に
見
惚

れ

る
陶

然
た

る
藝

術

の
泄
界

に
比
す

べ
き

で
あ

る
。

又
其

は
レ創
造

の
世
界

、

出
リ
グ

ナ
の
所

謂

o
器
舞

簿

昌
9

0
器
9
葺
厭

(&
o
ωo
ロ
聾

a

の

誓
鮎
且
。ぽ

ひq
o
8
ロ
9
津
器

客
舞
邑

に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し

プ

ロ
テ
ィ

ヌ
ス
に
駿

へ
ら
る
、
如
く
時
は
永
遠

な
る
も
の

、
影

(鼠
鋤
。の
傷§

§
℃
巨
お
0
9

卑
①
寡
茸
)
の

で
あ
り
、
完
全

に
し
て
永
遠
な
る
實
在
は
か

、
る
世
界

の

背
景
こ
し
て
存
す

る
に
過
ぎ
准

い
o
從

っ
て
象
徴
的
表
現
に
在

つ
て
は
紳
は
室
中

の
雁
字
水
中
の
月
ご
選
ぷ
所
な
く

官
己

も
亦
紳

の
鏡

の
映
像
で
あ

つ
て
官
己
そ
の
も
の
で
は
な

い
。
自
我

の
立
…場
よ
り
す
れ
ば
紳
は

H
黛
①崔
σQ
量
2

夘
響

=
B

ご
い
ふ
意
昧

こ
そ
あ
れ
猶
ほ
千
山
萬
山
を
隔
て

、
居

る
。
或
は
既

に
身
は
桃
源

に
在
る
で
あ
ら
う
け
れ
ご
も
、

宗

敏

の
最

後

の

ゴ
ー

ル
に
入
ら

ん

ご
す

る
者

は
、
爾

ほ

も
玉

ー

マ
ス
・
ア
・
ケ

ン
ピ
ヌ

の
所

謂

5

。・口
。
℃
鴛
豊
。図

働

を
乗

り
切

ち

ね
ば
な
ら

ぬ
の

で
あ

る
。
於

叢
乎
先

き
に
佛
性

の
無

表
現

的

表
現
又

は
宗

激

的
表
現

若

し
く

は
紳
秘

的

表
現

ピ
名

づ
け

た

る
灘

機

が
ま

さ

に
正

眼
晴

を
黙

す

る
の
で
あ

る
。

言

ふ
迄

も
な
く
宗

敏

の
玄

極

に
於

て
は
紳

ご
自

己

ご
は

一
で
な

け
れ
ば

な
ら

ぬ
。
其

慮

で
は
紳

は

自

己

に
①
臥
9
器
窪

し

国
涛
o
暮
2

せ
ら

れ
な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
o

然

し
概

念
的
論

理
的

な

る
認
識

で
は
な
く

、

デ
ィ

ォ

ニ
シ
ゥ

ス
の
所
謂

●<
す

寄

ひq
蝕
く
9

又

は

d
昌
ぎ

o
鼠
δ
②q

に
よ

る

】
致

(d
巳
蔓
)
で
あ

る
。

働

紳

も
無

、
自
我

も
無

、

世

界

も
無
、

か

、

る
絶
樹
無

の
境
地

に
於

て

こ
そ
眞

の
紳

を
見
、
叉

眞

の
自

己

を
掴

む
の
で

あ

る
。
国
ヨ

び
¢魅

津
b
段

○
。湾

韓

箒
一づ

0
9
什●

働

で
あ

る
o

エ
フ

グ
ナ
は

こ
国
。ね
算

鉱
ω○

塁
ωぬ
o§
9
0
げ
⇔博
ユ
9ω
ω
卜
琴
加

≦
器

o
鼠
αq

げ
魚
。・
ω
ぴ
貯

O
o
簿

9
幕
言



〈
①選

9
δ
島
Φ
β
≦
綜
ρ

ω○
鉱
霧
ω
9
一同
犀
魯
δ

国
≦
幽鴨

①犀

9
話
ω霞

鮎
o
B
甘
巳
oq
Φ昌
塁

鮎
g
パ
o昌
一ωρ

鮎
賃

pロ
①
ぎ

①≦
お

毒
血
亀
o

国
琶
要
簿

禦

..
功

ご
言

つ
て
居

る
。

郎

ち
全

然

時
塞

を
超
越

し
理
智

を
絶

し

た

る
實

在

の
紳

を
、
膿

験
す

る
の
が

(

正
し

く
宗

駿

の
澄
界

で
あ

る
。
是

れ

罫
什δ
δ
巴
δ
巨

を
止
揚

せ
る

§
岩
曹
δ
ヨ

の
立

場

で

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。

斯

か

る

世

界

は

ヱ
ソ

ゲ
ナ

の
所

謂

9
0
彗

簿

p
9

。諾
9
蜜
村

の
世

界

と
需
。
。器
舞

津
。
。
羅

葺

の
澄

界

ご
が
統

一
せ
ら

れ
た

る

≦

$
窪

ご
し
て

の
神

の
世

界

で
あ

b
、

プ

ロ
プ
ィ

ヌ

ス
の
研
謂

α
器

国
ぎ
①
を
知

的
直

観

に
よ

つ
て

ω
。冨

o
自

す

る

国
駐
邸
ωΦ
(
脱
魂

)
の
域

で
あ

る
o

而
し

て
斯

の
如

き
境

地

に
永

遠

の
生
命
を
享

受
す

る
自

我

は
彼

の
所

謂

甕
℃
臥

器
ヨ
o
。・09

に
相
當
す

る
ε
思

ふ
。

働

吾

人

が
灘

に
於

け

る
目
己
認

識

ビ
幕
す

る
も

の
は
斯

の
如

き

の
謂

で
な

け

れ

ば

な
ら

ぬ
。

デ
ィ

ォ

ニ
シ
ウ

ス
・
ア

レ
ォ

.ハ
ギ

タ
は

ω
暑

9
i
国
ωω窪
8

が
創

造
作
用

ε
な

る
時

「
流
出

(]円
§
9
謬
9
萬
0
5
)
が
普
遍

的

ご
な
れ
ば

な
る
程
吾
等

は
愈

々
高

く
其

の
源
泉

に
登

り
、

被
造

物

が
段

一
段

ご
個

別
的

特
殊

的

ご
な
れ
ば

な

る
程
暦

一
層

其

れ
等

は
高

位

に
登

る
」

ご

い
ひ
、

或

は

、.
臣
Φ
9
9

0
剛
9
。
銭
8

δ

碧

①o器

昌

o
出
冒
く
貯
Φ
H
o
ぐ
Φ
㌔
.

働

こ

い

へ
る
如

く
、

佛
性

の
無

表
現

爵
表

現

は
創

造

的
表
現

の
絡
局

に
於
て
、
礎

化

し
蓮
動
す

る

も

の
が
其

の
背
後

の
不

鍵

不
動

の
も
の
ε
合

一
せ
る
動
静

一
如

の
端

的

で
あ

る
。

恰

か
も

エ
ソ

グ
ナ
が

次

の
如

く

に
描
出

せ

る
風

光

ご
異

な

ら

な

い
。

も

9

§

Φ
讐

9
葺

庁

密

q

§

お

碧

αq

量

σq
①
鼠

這
噂

。
旨

ω
①
Φ
冨

ぎ

○
舞

ω
。
翻

け
巷

血

g
§

ひq
ぎ

讐

魯

曾

=

。
-

げ
富
。・
W
≦
鼠

昌

9
①

q
屋

騨
魯

窪

毘

霧

U
一轟

Φ

ぐ
Φ
き

o
お

窪

臨
a

U

d

巳

呈

§

鼠

a

g
o

裟
9
0
ぼ

註

Φ

血
9

日
9
αQ
.

窪

σ
亨

宗
教

・の
本

質

よ

り

見
、六

る
灘

(
二
)

.

四

三



宗
教
の
本
質
よ
り
見
☆
る
照
(
二
)

四
四

〇
げ
8
け
≦
oa
①P
島
・
ず
・
島
Φ
ぐ
典
び
o
お
o霧
審
昌
Φ
o財
Φ一白
巳
◎・6・o
≦
o巳
Φ口
号
昌
ω鮎
貫
①p
¢
昌
鮎
o匡
2
0
ぼ
簿
2

0
Φ一ω什o馨

9
亀

o貯
〇

二
昌
9
口
。・
砂嘆
9
崔
。犀
Φ
ぐ
引
。一ω①
。
Nα
津
簿

毒
興
飢
o葺
、
餉
繹
機
は
薙

に
到

つ
て
最

も
よ
く
灘
の
面
目
を
襲
揮
す

る
の
で
あ
る
o

然

る
に
繹
門

の
古
則
公
案

に
就

い
て
見
れ
ば
.
多
く
は
藝
術
的
象
徴
的
表
現
に
屡
し
無
表
現
的
表
現
の
も
の
は
少

い

檬

で
あ
る
。
併

し
是
れ
は
前

に
も
述

べ
し
如
く
、
公
案
は
後
進

の
爲

に
有
ゆ
る
差
別
の
境

に
慮
し
て
常
に
心
身
脱
落

な
ら
し
め
ん
こ
し
て
、
或
は
墜
龍
玉
を
翫

ぷ
活
商
量

の
爲
に
、
假
り

に
疑
義
を
設
け
問
答
を
試
み
ら
れ
た
の
で
あ

つ

て
、
福
機

の
玄
要
は
総

べ
て
室
内

に
於

て
實
墾
實
究

せ
ら
れ
居

る
こ
ご
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
左

に
は
唯
だ
無
表
現
的
表
現

の
例
讃

こ
し
て
顯
著
な
る
も
の
を
二
三
塞
.・げ
て
置
く

に
止

め
る
。

維
』摩
脚秘
然

(碧
岩
鎌
第
八
十
四
則
)

維
摩
居
士
文
殊
師
利
に
問

ふ
「
何
等
是
菩
薩
入
不
二
法
門
」
文
殊
曰
く

「
如
=我
意
一者
於
　
一
切

塗

無
言
無
説
無
示
無

識
離
諸

問
答
一是
爲
二入
不
二
法
門
こ
是
に
於
て
文
殊
維
摩

に
問
ふ
「
仁
者
當
説
何
等
是
菩
薩
入
不

二
法
門
」
時

に
維
摩

軸
叩
黙
{然
虹
描き
口
9
(維
摩
経
入
不
二
法
門
品
塗
照
)

正
法
眼
藏
者
難
言
也
ご
。
説
似

日
物
郎
不
中
、
言
語
遣
断
心
行
所
滅
、
動
静
を
離
れ
歎
名
を
絶
し
吾
人

の
舌
頭
を

坐
断
せ
り
。
若

し
此

の
獣
然
に
雷

ρ
響
あ
り
ご
云
は
坐
既
に
落
草
談

の
葛
藤
で
あ

る
。
未
だ
雷
聲
・の
登
せ
ざ
る
以
前

に
向

つ
て
聞
け
、
必
す
や
吾
人

の
耳
朶
を
壁
く
も
の
あ
ら
ん
。
巖
頭
因
に
羅
山
間
ふ
「
越
滅
止
ら
ざ
る
時
如
何
」
師
曰

く
咄
Q



不
識
廓
…然

(碧
岩
篁

則
)

梁
武
帝
達
磨
大
師

に
問

ふ
「
如
何
是
聖
諦
第

一
義
」
磨

曰
く
「
廓
然
無
聖
。
」

プ

ロ
プ
イ

ヌ
ス
の
「
一
者
」
が

鋸
§
話
ω9
讐
程

な

る
意
味

に
於
て

累
o
犀
ω

な
る
如
く
、
僅
か
に
思
慮
分
別

に
渉
れ

ば
既

に
契
合

せ
す
。
飽

く
ま
で
も
自
己

の
根
源
に
還

つ
て
冥
合

(二
巳
○
日
巻
鉱
。9
)

せ
ざ

れ
ば
達
磨
は
雲
煙
萬
里
に
去

つ
て
蹄
ら
ざ
る

ぺ
し
。
「
帝
日
甥
朕
者
誰
、
磨
日
不
識
。
」
第

一
義
諦

に
於
て
何
を
求
め
何
を
知
ら
ん
ε
す

る
の
で
あ

る
か
。
能
所
不
二
機
法

一
燈

に
し
て
「
圓
ナ
ル.
園

天

虚
一無
甑

無
レ鯨
」

で
は
な

い
か
。
達
磨
は
大
法
を
宣
揚
せ
ん
が
爲

に
西
來
し
た
の
で
は
な
く
、
齢
5δ

韓

目
ω
を
示
さ
ん
が
爲

で
あ

つ
た
o
今
武
帝

の
面
前

に
黙
火
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
帝

の
驚
愕
惜
く
能
は
ざ
り
し
も
強
ち
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。

プ

ロ
一グ
ィ

ヌ
ス
は

..諺
b
舞

酔
。
日

9
薮

。<
段

9
蔓

Hp
叶亀
㌣

9
8

。・蜜
a
ψ
日
甘

O
。
。
q

(日
げ
Φ
○
器
)
冨
・匡
..
瑚

ご
言

つ
て
居
る
。
吾
人
は
徒
ら
に
把

捉
に
帥労
す

る
こ
ご
な
く
、

三
租
大
師

の
信
心
銘
の

一
句
を
警
策

ご
し
や
う
。
「
二
見
不
レ住
愼
勿
追

尋
一、
縫
有

是

非
一紛
然
失
レ心
、
二
由
=

有

一

亦
莫
レ守
、

一
心
不
レ生
萬
法
無
レ答
、

(中
略
)
信
心
不

二
不
二
信
心
、
言
語
溢
断
非
妻

來
全

。
」

露
地
自
牛

(臨
濟
録
)

臨
濟
暉
師
杏
山

に
問

ふ
「
如
何
是
露
地
自
牛
」
ご
。
此
の
牛
は
古
來
幾
多

の
納
僧

の
眼
晴
を
膳
却
せ
る
も
の
に
し
て

一
毛
天
地
に
充
塞
せ
る
も
の
で
あ
る
。
鴻
山

も
南
泉

も
「
百
年
の
後

一
頭

の
水
特
牛

ご
な
り
去
ら
ん
」
ご
言

つ
た
が
、

露
地
白
牛
に
騎

つ
て
木
笛
を
吹
く
者
な
ら

で
は
誰

か
能
く
此

の
牛

に

一
枝
草
を
脚
ま

し
得
や
う
そ
o
劔

て

「
山
云
噂

宗
教
の
本
質
よ
り
見
糞
る
輝
(
ご
)

四
五



宗
教
の
本
質
よ
り
見
六

ろ
輝
(
ご
)

-

四
六

、

噂
師

云
唖
ス
ルナ
那
、
山
云
長
老
作
麿
生
師
云
這
畜
生
」
杏
山
は
其
の
時
「
モ
ゥ
ー

」
ご
牛

の
鳴
き
聲
を
立
て
た
の
で
あ

る
が
、
師

は
「
唖
に
な

つ
た
の
か
」
ご
突

き
放
し
て
居

る
。
然
ら
ば
吾
人
は
何
威
に
此
の
牛
を
見
出
し
得

る
で
あ
ら
う

か
。
廓

庵
則
和
爾
は
十
牛
圖
尋
牛
序

に
「
從
來
不
レ失
何
用
一追

尋
一」
ご
記
し
て
居

る
。
又
「
僧
固

薗

照
和
爾
一
如
何
是
露

地
臼
牛
、
日
放
出
無
　尋
庵
こ
ご
い
ふ
問
答
が
あ
る
。
回
地

一
下
の
當
膿

に
於
て
心
華
を
開
登
し
其
庭

に
活
路
を
打
開

せ
ざ
れ
ば
、
吾
人
は
杏
山

ご
共

に
永
久

に
聾

の
如
く
唖

の
如
く
で
あ
ら
う
。

黄
龍
南
和
爾
示
聚

云
青
羅
蚤
縁
直
上
=寒
松
之
頂
一自
雲
淡
浮
出
二没
太
虚
之
中
一
萬
法
本
閑
唯
人
膚
閑
闊
昌箇
甚
摩

咄

下
座
。

上
來
は
繹
の
髄
験

に
於
け

る
宗
激
本
質

の
具
蹉

的
表
現

の

一
端
を
考
察
せ
る
に
…過
ぎ
な

い
o
凡
そ
如
何
な
る
宗
激

ご
錐
も
神
秘

な
く
し
て
は
成
立
し
得

な
い
の
で
あ

る
が
灘
機
は
正
し
く
繹

の
神
秘

で
あ
る
。
而
し
て
人
間

が
宗
数
的

に
啓
蒙
せ
ら
る
、
向
上

の
段
階
は
通
常
次
の
三
段
階

に
依

つ
て
説
明
せ
ら
れ
る
。
玲

(
目)

閃
①三
αq
目
堕

(陰
お
9牙
Φ
罷
。
)

浮

化

(無
我
)

(恥
)

国
匡
窪
。ぼ
毒
σQゼ
(崖
鎧
鼠
舜
馨
。
尾
。)

光

化
(
直
観
)

(巴

≦

匡
昌
言
mQ
ゲ
(8
凶砦
。
属
¢
)

冥

合

(脱
魂
)

私
は
藤
の
場
合
に
於
て
は
見
性
若
し
く
は
無
我
を
第

一
段
階

に
、
而
し
て
佛
性

の
象
徴
的
表
現
並

び
に
無
表
現

の
表

現
ご
名

づ
け
だ
る
も
の
を
順
次
第

二
第

三
の
段
階

に
配
當
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ

る
。



、

「
如
何
是

繹

日
鷺
鳳

入
昌鶏

籠

一」

ご
。
鳴

呼
未

だ
壁

立

萬
偲

に
豹
虎

を
鐵

ら
す

し
て
容
易

に
華

を
探

り
、

七
華

入

裂

ロ
を

開

い
て
膿

を

表

は
す
。
漸

慨

々

々

(此
の
項
左
記
の
も
の
を
参
照
あ
り
大
し
)

日
種
譲
山
先
生
「
話
頭
の
考
察
」

(本
誌
第
五
號
)

・

久
松
眞

一
先
生
「
輝
の
辮
謹
」

(本
誌
第
六
號
)

西
田
幾
.太
郎
博
士
「
表
現
作
用
」

(思
想
第
四
十

一
號
)

「
自
己
自
身
を
見
る
も
の

瓦
於
て
あ
る
場
所
ε
意
識
の
場
所
」(哲
學
研
究
第
一
四
入
號
)
爾
ほ
象
徴
に
就
い
て
は
博

士
著
「
意
識
の
問
題
」
並
び
に
「
述
語
的
論
理
主
義
」(思
想
第
七
十
入
號
)等
参
照
せ
ら
る
べ
し
。

(昭
和
三
年
十
月
十
三
日
稿
了
)

〔
酬
〕

(
H
)

頃
ΦαqΦr

空

習
o言
窪
o
δ
σΩδ

創
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Ω
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ω
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①σq
昆

9
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口
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目
霧
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ω
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・
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。。
)

績
大
藏
経
正
法
眼
藏
巻
第

一
下

(
《)
(α
)

「
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
學
」錦
田
義
富
氏
灘
三

〇
三
頁
三
二
四
頁
及
び
四
四
二
頁

(
①
)

(
刈
)

(
。。
)

(
㊤
)

此
鮎

に
關

し

て
廣

瀬

文
豪

氏
著

「
解

脱

方

法

論

」
三

四

三
頁

以

下

の
所

説

は

不
當

で

あ

る

ぐ
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思

ふ
。

コ
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江
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宗
教
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本
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よ
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見
表
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二
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の
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ω
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